










問者は増える一方であった。1979 年には 1 万 1765 人だった訪問者数は、2015 年には 22






















































































が繰り返されてきた。特に、移住が本格化したのは 20 世紀からである。1970 年代以降に
おける観光客の増加に伴い、観光開発などのビジネス機会を求めて移住者は急増し、ガラ
パゴス諸島における急激な人口増加をもたらした（新木、2004）。2010 年の人口センサスに





ガラパゴス島内総生産（Gross Island Product： GIP）は、カルフォルニア大学の研究者
グループの推計によると、1999 年から 2005 年までの 6 年間で、控えめに見積もっても
78％の増加により 7320 万ドルへと成長し、年平均伸び率は世界有数の 9.6％であった。観
光からの収入は 6290 万ドルで増加分に占める割合は 68％であり、観光がガラパゴス経済
の大きな部分を占めている。しかし、1 人当たりの所得をみると GIP に比べて成長率が低
く、1999 年から 2005 年にかけての 1 人当たり年平均伸び率は 1.8％に過ぎなかった。そ
の原因は、観光産業の成長に刺激された移住者による人口増加にある。2005 年の 1 人当
たりの所得は、2989 ドルであるが、移住による人口増加がなければ、4783 ドル / 人だっ
たと推定されている（長谷川、2009）。
































ス島における 1 日あたりの固定廃棄物の量は、1996 年には 6500kg だったが、2006 年に












可が与えられた。Charles Darwin Foundation が経営する研究所がガラパゴス諸島フェル
ナンディナ島において実施した調査では、2001 年には海底 100 平方 m あたり 161 匹のナ
マコが生息していた。しかし 2003 年には 45 匹、2005 年には 7 匹とその数を減らしてい
る2）。
3─3　訪問者増加による影響 3　外来種の増加
第 3 のメカニズムは、訪問と定住に伴う外来種の増加である。Charles Darwin 





脅かす存在となった。現在、ヤギは全て駆除されている。Charles Darwin Foundation の


























出典：Charles Darwin Foundation ホームページ
表 1　ガラパゴス諸島における IUCNレッドリストの一部










哺乳類 EN 1965-Very rare but 
believed to be stable
1982-Out of danger 
1996-VU
2008-EN





























































保するために、2007 年から 2015 年までにおける訪問者数上位 30 か国のデータと 2005 年
における総訪問者（70 か国）のデータをプールして使用した。なお上位 30 か国の訪問者
は総訪問者の 97.3％を占める（2015 年の値）。以下の表 2 は 2015 年の国別訪問者数上位
30 か国における、ガラパゴス諸島への訪問者数の推移を表している。
表 2　ガラパゴス諸島への国別訪問者数
国名 2005 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
Ecuador 35583 51406 53468 55964 61574 63700 55772 72276 65694 70451
United States 39630 48433 52931 44416 46097 47881 48532 50393 56002 60800
United Kingdom 10598 14662 14685 10938 9047 9510 9082 10658 11866 11880
Germany 5284 6247 7359 7136 7446 8516 9005 8636 9521 9486
Canada 3826 6062 6892 6942 6808 7604 8193 9114 9326 9341
Australia 2010 3233 3986 3548 4401 5220 6688 7335 8053 8126
Argentina 310 512 784 987 3326 3014 4320 4445 6318 6666
France 2025 2185 3126 3167 3365 3782 3723 3849 4022 4308
Switzerland 2377 2597 2369 2626 2727 3128 3093 3397 3818 4117
Spain 1838 2278 2443 2402 2460 2728 2123 2506 3139 3301
Netherlands 2297 2508 2899 2595 2506 2293 2229 2215 2563 2986
Chile 229 357 451 518 724 1422 1941 2283 4151 2797
Italy 2013 2512 2789 2866 3003 2983 2772 2500 2806 2696
Brazil 487 834 905 1000 1298 2008 1863 1845 2572 2217
Japan 1306 1431 1995 1894 1757 17990 1989 2119 1829 1831
Israel 786 1162 1520 1535 1802 1880 1843 1635 1876 1814
Sweden 923 1461 1514 1378 1388 1540 1738 1703 1908 1579
Denmark 955 1731 1798 1568 1534 1559 1331 1318 1421 1424
Colombia 362 770 704 706 752 1099 1344 1442 1523 1383
New Zealand 397 730 827 592 648 801 917 970 1226 1297
Mexico 733 518 615 553 625 927 839 969 1244 1243
Belgium 915 1157 1047 1211 1087 1238 1157 1222 1325 1231
China 229 95 241 291 336 517 720 905 1034 1208
Peru 226 224 317 380 785 712 653 866 1096 1145
Austria 1011 795 862 873 1015 1258 1116 1073 1234 1122
Russian Federation 423 922 916 1018 955 1162 1384 1297 1349 908
Ireland 412 751 920 758 561 584 594 696 703 905
Korea, Rep. 54 90 118 106 162 270 295 468 584 848
Poland 195 332 533 514 606 787 500 592 755 761
Norway 342 570 641 537 586 604 558 665 713 756
注：Parque Nacional Galapagos Ecuador （2016）より作成
46
訪問率 Vri の算出に必要な 2005 年から 2015 年までの国別人口、説明変数の 1 人当たり
名目 GDP、教育指標、ジニ係数は、世界銀行データベースより得た。また、推定時間給





①の方程式の回帰分析を行うと、表 3 のような結果が得られた。決定係数は 0.2907 で
ある。













　 係数 標準誤差 t P─値
切片 0.0010717 0.0004860 2.2052365 0.0281690
Tc -0.0000003 0.0000001 -4.2758190 0.0000254
Pe 0.0000115 0.0000053 2.1522643 0.0321458
Ee 0.0000270 0.0000127 2.1310156 0.0338719
Ie -0.0000111 0.0000039 -2.8350468 0.0048819
He 0.0000083 0.0000035 2.3460086 0.0196034
Ew 0.0000100 0.0000066 1.5254755 0.1281568








年水準まで訪問者数を減少させるには、1 万 4258 ドルの引き上げが必要である。このよ
うな多額の引き上げが必要な理由は、ガラパゴス諸島の訪問者数がこの数十年で大きく増
加したため、またガラパゴス諸島への総旅行費用が大きいためである。ただし、もう一つ
の重要な事実として、莫大な入島料を設定しなくても、500 から 1000 ドル程度引き上げ
ることで、訪問者数を半分から 1/3 程度まで減少させることができる。
入島料引き上げと入島料収入の関係は、図 2（b）に示されているように 8512 ドル引き
上げ時の 3 億 823 万 5782 ドルを頂点とする上凸グラフとなることが分かった。
最後に、島内観光収入の推移が図 2（c）に示されている。島内観光収入については、
Epler（2007）に記載された 2005 年の観光収入データから訪問者 1 人当たり収入を推計し、
その値が 2015 年にも使えることを仮定して推計している。図に示されているように、島
内観光収入は引き上げ額が 738 ドルの段階まで減少し続け、現在の観光収入と同額になる
には 2057 ドルの引き上げが要求される。観光収入が最大となるのは 8100 ドル引き上げの






すると決して高すぎるとは言えない。例えば、エベレストの入山料は 1 人約 1 万 1000 ド
ルと高額である。また、キリマンジャロ国立公園のように、1 人 1 日約 70 ドルの入園料





























  1） Jones（2013）による。
  2） 2007 年 5 月 22 日朝日新聞
  3） 環境省総合環境政策局環境経済課（2016）による。
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